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　昨年度の実務実習には私立
57 大学中、設置年度の関係
で 50 大学が実習施設へと学
生を送り出した。 
　調査結果によると、病院実
習の受け入れ施設数と学生
数は、第Ⅰ期が 1776 施設・
3133 人、 第 Ⅱ 期 が 1775
施 設・3120 人、 第 Ⅲ 期 が
1270 施設・2338 人であっ
た。
　契約別に見ると、病院・薬
局実務実習調整機構（以下、

調整機構）を介したケースは 3646 施設・
5354 人。一方、大学が独自に契約したのは
1175 施設・3237 人だった。
　調整機構を介した契約は、施設数で７割強、
学生数でも６割程度を占めた。大学独自で契
約した施設では、１施設当たりの受け入れ学
生数が多かったようだ。
　薬局実習に関しては第Ⅰ期が 2889 薬局・
3166 人、 第 Ⅱ 期 が 3322 薬 局・3666 人、
第Ⅲ期が 1565 薬局・1762 人だった。この
うち調整機構を介し契約したのが 7328 薬
局・8015 人と全体の９割以上を占めた。一
方、大学独自の契約は 448 薬局・579 人に
とどまった。
　初年度の実習では、大学教員が実習依頼先
の施設を約３回訪問することが “ 標準 ” とさ
れていた。調査結果によると、病院実習につ
いては、期間中に「３回」訪問した大学が最
も多く 34 校、次いで「２回」が７校、「１回」
４校、「４回以上」も２校あったほか、「教員
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　長期実務実習元年の昨年度、臨床現場に学生を送り出した大学（学部）は 50 校。

病院実習には 8591 人、薬局実習には 8594 人の学生が取り組んだ。全国の私立

薬系大学が加盟する日本私立薬科大学協会による調査で明らかになった。また、

当初から価格差が問題視されていた実習経費については、薬局実習の場合、概ね

「27 万 5000 円以下」と “ 基準額 ” だったのに対し、病院実習では「27 万 5000

円以下」と「35 万円以上～ 40 万円未満」とに大きく分かれ、施設間格差があっ

たことが明らかになった。

日本私立薬科大学協会が実態調査
34 校、「２回」が６校、「１回」が５校、「４
回以上」と「教員が判断している」がそれぞ
れ２校と、当初の “ 合意 ” に従い、概ね教職
員による施設訪問は「３回程度」行われたと
いえよう。  
　一方、実習経費については、概ね「27 万
円」を目安にするとの方向性が示されたもの
の、実際には受け入れ施設、特に病院での対
応が異なり、実習経費が異なることが問題視
されていた。さらに教育である実務実習に、
消費税がかかることを改めるよう求めてきた
が、現実には消費税がかかることになった。
　いずれの問題も、大学側および関係団体が
連携して、問題解決に向けた検討・取り組み
が進められつつある。中でも、実習先によっ
て費用が異なることには不公平感が強く、来
年度実施分をメドに “ 統一 ” に向けて、関係
者による検討が行われることになっている。

教員訪問は“３回”実施

実習経費 病　　　院 薬　　　局
調整機構経由 大学独自で契約 計 調整機構経由 大学独自で契約 計

27 万 5 千円以下 2,046(37.2) 1,072(34.6) 3,118(36.3) 7,220(90.1) 579(100) 7,799(90.8)
27 万 5 千円超
～ 30 万円未満

490(8.9) 30(1.0) 520(6.0) 791(9.9) 0 791(9.2)

30 万円以上
～ 35 万円未満

1,119(20.4) 569(18.3) 1,688(19.6) 4(0) 0 4(0)

35 万円以上
～ 40 万円未満

1,603(29.2) 1,170(37.7) 2,773(32.3) 0 0 0

40 万円以上
～ 45 万円未満

87(1.6) 39(1.3) 126(1.5) 0 0 0

45 万円以上～ 147(2.7) 221(7.1) 368(4.3) 0 0 0
合　　計 5,492(100) 3,101(100) 8,593(100) 8,015(100) 579(100) 8,594(100)

が判断している」が１校あった。
　薬局も同様の傾向で、「３回」が最も多く

　同調査では実習費用を▽ 27 万 5000 円以
下▽ 27 万 5000 円超～ 30 万円未満▽ 30 
万円以上～ 35 万円未満▽ 35 万円以上～ 40
万円未満▽ 40 万円以上～ 45 万円未満▽ 45
万円以上――の６段階に分け調べた。
　このうち薬局実習は概ね “ 基準額 ” であっ
たのに対し、病院実習では「27 万 5000 円
以下」と「35 万円以上～ 40 万円未満」の
グループが、それぞれ３割程度を占め、大き
く２つに分かれていた。 
　これを契約別に見ると、調整機構を介した
契約のケースでは「27 万 5000 円以下」が
最も多く学生数で 2046 人（37.2％）、次い
で「35 万円以上～ 40 万円未満」が 1603
人（29.2％）、「30 万円以上～ 35 万円未満」
が 1119 人（20.4％）、「27 万 5000 円超～

30 万円未満」が 490 人（8.9％）で、「40
万円以上」は約４％だった。 
　大学独自に契約したケースでは「35 万円
以上～ 40 万円未満」が 1170 人（37.7％）、
次 い で「27 万 5000 円 以 下 」 が 1072 人

（34.6％）、「30 万円以上～ 35 万円未満」が
569 人（18.3％）、「45 万円以上」が 221 人

（7.1％）であり、大学独自に契約したケース
の方が、高額施設が多かったことが分かる。  
　薬局実習については、大学独自に契約した
ケースでは全ての学生が「27 万 5000 円以
下」だったが、調整機構を介した契約では「27
万 5000 円以下」が９割の 7220 人、残りは
27 万 5000 円超～ 30 万円未満だが、薬局
実習は全体として概ね “ 基準額 ” の範囲内で
あったといえる。

薬局実習は概ね基準額

実習経費の額別学生数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人（％）
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